
令
和
５
年
度
決
算
結
果
を

受
け
、
町
長
の
町
の
財
政

状
況
に
つ
い
て
の
所
感
と
「
将

来
に
責
任
の
あ
る
行
政
」
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

経
常
収
支
比
率
は
年
々
上

昇
し
て
お
り
、
財
政
構
造

の
硬
直
化
も
高
い
水
準
で
、
財

源
的
に
余
裕
が
あ
る
と
は
言
え

の
目
的
の
一
つ
に
町
の
財
源
確

保
が
あ
る
。
こ
こ
で
改
め
て
自

主
財
源
確
保
の
必
要
性
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

財
源
と
な
る
税
収
が
増
え

て
も
、
そ
れ
に
比
例
し
て

義
務
的
経
費
も
増
え
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
自
由
に
利
用
で

き
る
財
源
が
、
飛
躍
的
に
伸
び

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
自

主
財
源
確
保
の
必
要
性
は
十
分

承
知
し
て
い
る
が
、
経
費
の
分

担
、
ま
た
は
世
代
間
の
公
平
性

の
確
保
、
必
要
に
応
じ
て
地
方

債
を
利
用
し
な
が
ら
財
政
運
営

を
行
い
た
い
。

三
津
屋
古
墳
・
南
下
古
墳

群
を
国
指
定
史
跡
に
す
る

活
動
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

い
く
の
か
。

三
津
屋
古
墳
は
、
国
指
定

相
当
の
埋
蔵
文
化
財
リ
ス

ト
に
登
載
さ
れ
、
文
化
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
、
調
査
報
告
書
に

基
づ
き
、
史
跡
と
し
て
の
本
質

的
価
値
に
つ
い
て
、
有
識
者
お

よ
び
国
・
県
の
指
導
助
言
を
受

け
な
が
ら
調
査
研
究
を
行
う
こ

と
で
、
国
指
定
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。
南
下
古
墳
群
に
つ
い

て
も
、
有
識
者
か
ら
指
導
助
言

を
受
け
な
が
ら
調
査
研
究
し
た

い
。
来
年
度
、
有
識
者
と
住
民

か
ら
な
る
古
墳
の
保
存
活
用
検

討
委
員
会
設
立
に
向
け
、
要
綱

の
整
備
や
人
選
を
進
め
る
予

定
。

問答

商業進出で税収が増えた（インター東側）

国指定史跡になることに期待（三津屋古墳）

な
い
状
況
。
そ
の
要
因
の
１
つ

に
、
義
務
的
経
費
の
歳
出
に
占

め
る
割
合
が
多
い
状
況
で
あ

り
、
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
施

策
と
し
て
自
由
に
利
用
で
き
る

財
源
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
と

な
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
今
後
も
事
業
実
施
に
つ
い

て
は
、
事
業
規
模
・
財
政
状
況

な
ど
を
見
据
え
た
上
で
行
っ
て

い
き
た
い
。
同
時
に
、
将
来
に

向
け
て
必
要
な
投
資
は
積
極
的

に
行
い
た
い
。

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
東
側

の
大
型
商
業
施
設
の
税
収

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は

約
４
３
０
０
万
円
。
法
人

税
に
つ
い
て
は
約
１
６
０
０
万

円
。

町
で
は
、
イ
ン
タ
ー
西
側

に
企
業
誘
致
す
る
計
画
が

進
行
し
て
い
る
。
工
業
団
地
の

分
譲
・
販
売
方
法
の
選
択
に
よ

っ
て
は
、
数
十
億
円
に
も
上
る

と
予
想
さ
れ
る
土
地
開
発
公
社

の
借
り
入
れ
を
債
務
保
証
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
誘
致

問問

問 答

答

答

「将来に責任ある行政」
についての考えは

 　 必要な投資は積極的に行いたい

坂
さ か た

田  一
か ず ひ ろ

広  議員

録画映像は
こちらをCHECK

答

国
指
定
史
跡
に
向
け
た

活
動
は

保
存
活
用
検
討
委
員
会

設
立
に
向
け
準
備
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学校給食で地産地消を

小
こ い け

池  春
は る お

雄  議員

録画映像は
こちらをCHECK

令
和
６
年
３
月
議
会
で
吉

岡
町
敬
老
年
金
条
例
の
改

正
が
行
わ
れ
た
。
１
つ
目
が
名

称
の
変
更
で
、
敬
老
の
文
字
を

削
除
し
て
長
寿
祝
金
に
変
え

た
。
敬
う
と
い
う
精
神
は
ど
こ

へ
行
っ
た
の
か
。
高
齢
者
を
軽

ん
じ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
２

つ
目
が
、
支
給
年
齢
の
引
き
上

げ
で
、
80
歳
と
85
歳
を
な
く
し

て
、
88
歳
・
90
歳
・
95
歳
、
そ

し
て
１
０
０
歳
以
上
と
な
っ

た
。
寿
命
の
延
伸
と
は
い
え
、

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
。

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽

力
し
て
き
た
高
齢
者
の
長

寿
を
祝
福
し
、
広
く
町
民
の
高

齢
者
福
祉
に
対
す
る
理
解
と
敬

老
精
神
の
高
揚
を
促
す
た
め
で

老
人
会
に
１
人
い
く
ら
の

補
助
を
出
し
て
い
る
の
か
。

老
人
会
の
助
成
関
係
に
つ

い
て
は
、
改
め
て
研
究
な

ど
す
る
。

リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
の
利

用
料
は
、
近
隣
の
公
的
温

泉
よ
り
非
常
に
高
く
な
り
批
判

も
あ
る
。
設
置
時
の
目
的
は
、

町
民
の
福
祉
の
た
め
で
あ
る
。

榛
東
村
は
３
０
０
円
、
吉
岡
町

は
６
０
０
円
。
人
は
安
い
ほ
う

に
行
く
た
め
、
間
違
い
な
く
入

館
者
は
減
る
。
住
民
が
入
浴
し

や
す
い
料
金
体
系
が
求
め
ら
れ

る
が
、
対
応
は
。

し
ば
ら
く
は
現
行
の
方
針

で
進
め
て
い
き
た
い
。

給
食
費
無
償
化
が
県
内
で

進
み
、
35
市
町
村
の
う
ち

未
実
施
は
13
市
町
村
。
吉
岡
町

も
早
く
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

今
後
も
一
定
の
負
担
を
求

め
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
の
地
産
地
消
へ

の
取
り
組
み
は
。
町
の
今

後
の
農
業
の
在
り
方
を
真
剣
に

考
え
、
農
家
を
支
え
、
子
ど
も

た
ち
に
安
全
・
安
心
な
給
食
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

農
家
へ
の
補
助
制
度
の
整

備
や
、
給
食
に
よ
る
地
産

地
消
の
メ
リ
ッ
ト
を
広
く
周
知

し
、
農
業
関
係
者
や
生
徒
・
保

護
者
の
理
解
を
求
め
る
な
ど
の

方
法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

答

リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
の

利
用
料
値
下
げ
を

学
校
給
食
の
無
償
化
を

現
行
の
方
針
で
進
め
た

い一
定
の
負
担
を
求
め
る

あ
り
、
高
齢
者
を
敬
う
町
の
姿

勢
に
何
ら
変
化
は
な
い
。
そ
の

一
方
で
、
我
が
国
は
65
歳
以
上

の
人
口
の
割
合
が
全
人
口
の

21
％
以
上
を
占
め
る
超
高
齢
社

会
が
到
来
し
て
い
る
。
楽
し
み

に
し
て
い
る
人
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
い
う
話
を
伺
い
、
大
変
申

し
訳
な
い
気
持
ち
で
は
あ
る

が
、
高
齢
者
の
多
様
性
に
配
慮

し
た
施
策
の
推
進
に
活
用
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

老
人
会
に
確
認
は
し
た
か
。

聴
取
は
し
て
い
な
い
。

問

問

問

問

問

問

答

答答

答答

答

入浴しやすい料金体系に（リバートピア吉岡）

高齢者を敬う精神はどこへ

 　 敬う町の姿勢に何ら変化はない

17



保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

は
入
園
を
希
望
す
る
人
に

と
っ
て
厳
し
い
状
況
だ
が
、
待

機
児
童
対
策
は
。

時
期
は
未
定
だ
が
増
築
・

定
員
増
計
画
を
協
議
中
。

引
き
続
き
待
機
児
童
対
策
に
最

優
先
で
取
り
組
む
。

め
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
便
性
と

留
意
点
を
、
次
に
使
い
方
を
学

び
、
そ
し
て
各
教
科
で
積
極
的

に
日
常
使
用
し
て
い
く
順
序
と

し
、
段
階
を
踏
ん
で
進
む
方
針

を
考
え
て
い
る
。
子
ど
も
に
と
っ

て
急
速
な
変
化
と
な
ら
ぬ
よ
う

に
、
慎
重
に
少
し
ず
つ
進
め
る
。

県
道
前
橋
伊
香
保
線
吉
岡

バ
イ
パ
ス
は
、
宮
東
交
差

点
ま
で
が
供
用
開
始
後
20
年
以

上
経
過
し
た
。
そ
の
先
が
未
着

手
な
の
は
な
ぜ
か
。
県
の
計
画

の
現
状
は
。

現
状
は
、「
着
手
に
向
け

て
検
討
す
る
事
業
」だ
が
、

事
業
化
は
さ
れ
て
い
な
い
。
考

え
ら
れ
る
理
由
は
県
内
他
路
線

と
の
優
先
度
の
違
い
。
以
前
よ

り
渋
川
市
と
連
携
し
た
要
望
活

動
に
お
い
て
、
県
の
県
土
整
備

部
長
お
よ
び
渋
川
土
木
事
務
所

長
に
着
手
を
強
く
要
望
し
て
い

る
。

県
道
前
橋
伊
香
保
線
吉
岡

バ
イ
パ
ス
の
延
伸
は
、
上

毛
大
橋
に
始
ま
っ
た
吉
岡
町
都

市
計
画
道
路
の
集
大
成
と
な
る

事
業
。
延
伸
実
現
の
た
め
の
戦

略
は
。第

一
に
要
望
活
動
を
足
し

げ
く
重
ね
る
こ
と
。
次
に

渋
川
市
と
の
境
界
付
近
に
お
け

る
産
業
団
地
の
整
備
構
想
を
模

索
し
て
い
る
。
産
業
団
地
へ
通

じ
る
県
道
前
橋
伊
香
保
線
吉
岡

バ
イ
パ
ス
が
延
伸
し
て
整
備
と

な
れ
ば
、
吉
岡
町
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
改
定
し
て
、

早
い
段
階
で
の
産
業
団
地
の
事

業
化
を
考
え
て
い
る
。

問答

増築され４０人定員増となる駒寄第３学童クラブ

県道大久保上野田線の建設を待つ
（関越自動車道のボックスカルバート）

学
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童

数
は
深
刻
な
の
で
は
。
施

設
増
を
推
進
し
、
入
所
条
件
を

緩
和
す
る
考
え
は
。

本
年
度
中
に
駒
寄
第
３
学

童
ク
ラ
ブ
を
増
築
、
40
人

の
定
員
増
を
実
施
す
る
が
、
入

所
条
件
の
緩
和
の
余
裕
が
な

い
。
新
施
設
の
建
設
は
候
補
地

な
ど
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
入
所
条
件
か

ら
外
れ
る
児
童
の
長
期
休

校
期
間
で
の
見
守
り
を
条
件
緩

和
し
て
実
施
で
き
な
い
か
。

当
該
児
童
の
受
け
入
れ
は

現
状
難
し
い
。
学
童
ク
ラ

ブ
の
支
援
員
が
、
慢
性
的
な
人

手
不
足
の
状
態
。
募
集
は
し
て

い
る
が
応
募
は
少
な
い
。

学
習
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
導
入

す
る
教
育
効
果
は
大
き
い

が
、
そ
の
悪
影
響
か
ら
児
童
・

生
徒
を
守
っ
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
の

効
果
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た

め
の
指
導
の
考
え
方
は
。

生
成
Ａ
Ｉ
動
作
の
仕
組
み

を
教
え
る
な
ど
、
限
定
的

な
利
用
か
ら
始
め
て
い
く
。
初

問

問

問 問

答

答

保育園などの待機児童対策は

 　 増築・定員増計画を協議中

飯
い い づ か

塚  憲
け ん じ

治  議員

録画映像は
こちらをCHECK

答

吉
岡
バ
イ
パ
ス
延
伸

未
着
手
な
ぜ
か

本
路
線
よ
り
優
先
度
の

高
い
路
線
の
存
在

答答答 問
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小学校入学をスムーズに

早期設置に期待
（駒寄スマート IC 南交差点）

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

南
交
差
点
の
右
折
信

号
は
い
つ
設
置
す
る
の
か
。

県
議
会
議
員
か
ら
も

設
置
要
請
が
あ
り
、

本
年
度
末
を
目
標
に
進
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。

明
治
小
周
辺
を
ゾ
ー

ン
30
プ
ラ
ス
、
駒
寄

小
周
辺
を
ゾ
ー
ン
30
の
予

定
は
。ゾ

ー
ン
30
プ
ラ
ス
は

ハ
ン
プ
な
ど
物
理
的

デ
バ
イ
ス
を
設
け
、
生
活

道
路
の
人
優
先
の
整
備
に

取
り
組
む
も
の
。
明
治
小

周
辺
の
指
定
は
通
学
路
の

合
同
点
検
の
意
見
を
考
慮

し
検
討
し
た
い
。
駒
寄
小

周
辺
地
域
に
つ
い
て
は
、

問問 答答

地
元
自
治
会
な
ど
か
ら
声

が
上
が
れ
ば
渋
川
警
察
署

へ
上
申
し
た
い
。

住
宅
街
の
通
過
車
両

の
進
入
防
止
は
。

周
辺
生
活
道
路
へ
の

進
入
抑
止
策
で
看
板

を
設
置
。

通
学
路
の
よ
り
一
層

の
安
全
対
策
を
求
め

た
い
が
。

関
係
機
関
と
合
同
点

検
で
、
対
策
を
協
議

し
整
備
を
考
え
る
。

水
難
事
故
防
止
の
教

育
指
導
は
。

「
考
え
て
行
動
で
き

る
人
」
の
育
成
に
力

を
注
い
で
い
る
。ま
た
海・

川
に
は
大
人
と
一
緒
に
出

掛
け
る
よ
う
指
導
。

問問問 答答答

駒寄スマートIC南交差点
右折信号の設置は

 　 本年度末を目標に進める

宮
み や う ち

内  正
ま さ は る

晴  議員
録画映像は
こちらをCHECK

藤
ふ じ た

多 ゆかり  議員
録画映像は
こちらをCHECK

文
部
科
学
省
で
は
令

和
４
年
度
か
ら
、
小

学
校
入
学
前
の
５
歳
か
ら

小
学
１
年
生
ま
で
の
期
間

を
架
け
橋
期
と
捉
え
、
幼

少
期
か
ら
つ
な
が
り
の
あ

る
教
育
の
実
現
を
目
指
し

幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
策
定
さ
れ
た
が
、

町
で
の
取
り
組
み
は
。

幼
児
教
育
と
小
学
校

低
学
年
の
教
育
は
共

通
す
る
理
念
・
方
針
の
下

行
わ
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
交
流
に
よ
る
状

況
把
握
と
職
員
間
の
密
な

情
報
交
換
を
行
い
円
滑
な

接
続・連
携
を
進
め
て
い
る
。

ひ
ば
り
の
家
の
利
用

状
況
は
。

問答

７
月
１
日
の
開
所
以

来
、
夏
季
休
業
中
も

２
～
３
人
の
定
期
的
な
利

用
が
あ
り
、
夏
休
み
明
け

に
は
６
人
の
利
用
が
あ
っ

た
。

ひ
ば
り
の
家
の
給
食

の
早
期
実
施
を
。

給
食
を
10
月
か
ら
提

供
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。

プ
ラ
ご
み
の
収
集
回

数
増
加
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

収
集
回
数
を
増
や
す

に
当
た
り
、
経
費
面
、

現
在
の
収
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
大
幅
に
見
直
す
必
要
が

あ
り
、
本
年
度
中
に
は
回

数
を
増
や
す
こ
と
は
難
し

く
、
早
く
て
も
来
年
度
以

降
と
考
え
て
い
る
。

問

問問 答答答

幼保小の架け橋プログラムの
取り組みは

 　 円滑な接続・連携を進めている答

答
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プラスチックの
ごみはかさばる

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

西
側
産
業
団
地
関
係

者
は
何
人
な
の
か
、
ま
た

ア
ン
ケ
ー
ト
は
全
員
に
配

布
で
き
た
の
か
。

関
係
者
は
１
１
１
人
。

説
明
会
欠
席
者
に
は

郵
送
に
て
配
布
済
み
。

回
収
状
況
は
。

全
て
の
回
答
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
現
在
対

応
に
あ
た
っ
て
い
る
。

進し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
を
関
係
者

や
周
辺
住
民
な
ど
、

町
民
に
対
し
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
開
示
し
て
い
く

べ
き
で
は
。

現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
精
査
中
。
あ
る

問問問 答答答

程
度
の
内
容
が
ま
と
ま
り

次
第
住
民
説
明
会
な
ど
を

通
じ
て
報
告
し
、
適
宜
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
く
。次

期
最
終
処
分
場

「
吉
岡
町
」
の
、
令
和

６
年
度
の
測
量
・
地
質
調

査
の
進
捗
状
況
は
。

現
在
渋
川
広
域
組
合

で
は
、
町
が
報
告
し

た
候
補
地
の
範
囲
を
中
心

に
測
量
を
実
施
中
。
地
質

調
査
は
、
場
所
が
確
定
し

な
い
た
め
行
っ
て
い
な
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

ご
み
収
集
は
当
初
の

想
定
量
よ
り
少
な
い
と
い

う
が
。現

在
当
初
想
定
し
て

い
た
量
の
55
％
程
度

の
搬
入
量
で
あ
る
。

問問 答答

産業団地関係者アンケート
状況は

 　 関係者全員へ配布済み

冨
と み お か

岡  栄
え い い ち

一  議員
録画映像は
こちらをCHECK

答
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お便りコーナーお便りコーナー 多くのご意見・ご要望が寄せられました。

　紙面にカラーが多くなって見やすく
なった。賛否一覧は紙面に出したほ
うが手間がかからずいいと思います。
プラスチックは毎週回収してほしい。

　商業施設が増え、住みやすく
なった分、犯罪などが心配です。
防犯カメラの設置を増やすなど、
より良く住みやすくなるよう願っ
ています。

　生まれてから吉岡町に住
んで、もう９年です。とて
も住みやすい町です。

　吉岡町の魅力を教えてくだ
さい。この応募を二次元コード
からできるようにしていただけ
たら嬉しいです。

　議員さんのご意見・要望案に
感心させていただいております。
ありがとうございます。

　暑さ厳しい折、お体に気をつけて
町の発展のため活躍を期待します。

　夏休みに入り、初めてギカイだよりを読んで
議会体験をして良いことを考えていきたいです。

　プラスチックの分別を始めてみると、改め
てプラ表示のごみが多いことに気づきました。
「想定していた収集量より相当少ない」とのこ
とで、皆さんの分別意識が増えるといいですね。

　一般質問と答弁の内容を知
ることができて、大変よいと
思います。

　クイズがあることで内容を
しっかり読むきっかけとなって
います。自分が住む地域のこと
がよく分かり、面白いです。

　表紙が変わりましたね。あなたのが
ポイントですよね。自分のために熟読
したいと思います。
　暑い日が続きますが、体調崩さずに。


